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主 な 記 事 

１ 平成３０年度第２回旅団指揮所訓練 
２ 新着任部隊長紹介 
３ 釧路自衛隊ミュージックフェス 

４ 警察との共同対処 
５ 新編部隊等実務訓練 
６ サムライ・なごみ 

旅
団
指
揮
所
訓
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 ３月１２日(火)、帯広駐屯地に開設した旅団指揮所に

おいて、田浦方面総監の訓練視察を受けました。 

 当初総監は、司令部庁舎において旅団長から指揮官報

告を受けた後、旅団指揮所の司令部各機能及び各調整所

等を確認するとともに、有機的な幕僚活動を行う各隊員

を激励しました。この際、総監より「常に変化するあら

ゆる戦況に対応し得る『エマージェンシープラン』を保

持せよ」等の指導をいただきました。 

田浦方面総監 

「ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰﾌﾟﾗﾝを保持せよ」 

各調整所における幕僚活動 

訓 練 視 察 

旅団指揮所（帯広駐屯地） 

作戦会議 

 旅団（旅団長 堀井陸将補）は、３月１１日（月）から１５日（金）までの間、旅

団管内各駐屯地及び東千歳駐屯地において指揮所訓練統裁支援システム（ＩＣＥ）を

活用した「平成３０年度第２回旅団指揮所訓練」を実施しました。 

                      本訓練は、旅団司令部における幕僚活

動（指揮官の補佐）の能力向上を目的に

行われ、司令部各機能は相互に連携し、

適時の状況判断に資する幕僚活動につい

て演練しました。 

 

 各幕僚は遭遇戦闘が緊迫する中、戦機

に乗じた組織的かつ能率的な幕僚活動に

着意する等、本訓練は所期の目的を達成

し、大なる成果を収め終了しました。 

愚直なまでの幕僚活動 
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第 ５ 特 科 隊 長 
     じんのうち ひろし 

氏 名 陳之内 宏 

階 級 １等陸佐 

生年月 昭和４５年２月 

出身地 宮崎県 

第５高射特科中隊長 
    ひらさわ   だいすけ 

氏 名 平 澤 大 介 

階 級 ３等陸佐 

生年月 昭和５４年７月 

出身地 長野県 

第 ５ 施 設 隊 長 
     とびた     しんいちろう 

氏 名 飛 田 信一郎  

階 級 ２等陸佐 

生年月 昭和４９年２月 

出身地 茨城県 

自衛隊帯広地方協力本部長 

     はまもと  ひろふみ 

氏 名 濱 本 博 文  

階 級 １等陸佐 

生年月 昭和４０年１２月 

出身地 岐阜県 

 釧路駐屯地（司令 井川１佐）は、３月１６日（土）コーチ

ャンフォー釧路文化ホールにおいて釧路地方自衛隊協力団体連

絡協議会の協力により、「第４２回釧路自衛隊ミュージックフ

ェス」を開催しました。 

 本演奏会は、音楽を通じ地域住民との交流を図るとともに、

自衛官の募集推進を目的に行われ、知床流美原子童太鼓、知床

一門会太鼓衆及び北海道釧路北陽高等学校吹奏楽局をゲストに

招き、多彩な演出で会場全体を魅了し、来場した地域の皆様と

の「絆」をより一層深めることができました。 

 

  

 第５音楽隊と

地元の高校生に

よる合同演奏で

は、総勢７０名

による圧巻の演

奏で観客を沸か

せました。 

  

～大迫力の 
  合同演奏～ 

迫
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に
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 約１２００名の観客で埋め

尽くした会場では、今年で被

災８年を迎えた東日本大震災

の復興チャリティーソング 

「花は咲く」を全出演者が合

唱し、演奏会は拍手喝采の中、

盛会に終了しました。 

～会場全体が一体となったフィナーレ～ 
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 第５旅団司令部付隊（隊長 稲葉３佐）は、

３月４日（月）から６日（水）までの間、朝霞

駐屯地において「平成３０年度新編部隊等業務

実務訓練」を行い、次年度の管理、業務支援要

領及び練成訓練の資を得るとともに、新編部隊

等に対する見識を深めました。                                 

新編部隊等実務訓練 

【体育学校】 

【陸上自衛隊広報センター】 

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

 第４普通科連隊（連隊長 荒木１佐）は、３月

７日（木）から３月８日（金）までの間、帯広駐

屯地及び同周辺において「平成３０年度警察との

共同訓練」を実施しました。 

 本訓練は、北海道警察と陸上自衛隊北部方面隊

との現地協定に基づき、治安出動下における互い

の任務を確認するとともに、共同対処能力の向上

を図る目的で警察４０名、連隊からは第２中隊を

基幹とした３５名が参加して行われました。 

 

 

 ７日は警察車両が先導の下、双方の車両が車列

を組み緊急輸送訓練を行うとともに、翌８日には

「武装工作員が道内に不法侵入した」との想定で

共同検問訓練を行う等、緊密な連携による不測事

態対処要領について演練しました。 

◆
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ブリーフィング 

【陸上総隊司令部付隊】 

第４普通科連隊 【陸上総隊司令部庁舎】 

緊急輸送訓練 

共同検問訓練 警察との現地調整 

 訓練終了後の研究会においては、活発な意見交 

           換が行われ、共同対処に                      

           おける問題点等を把握す 

           るとともに、次回訓練へ 

           の資を得て本訓練を終了 

           しました。 

連携して武装工作員を進入阻止 

広報展示室を研修 

りっくんらんどを見学 
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蓑 田 佳 冬 

所 属 

士 長 

みのだ   けいと 

第６普通科連隊 本部管理中隊 

現職名 

好きな有名人 

出身地 

有線通信手 

美幌町 

映画鑑賞 

優しい人 

趣 味 

好きなタイプ 

吉沢 亮 

第５旅団 

ホームページ 

第 ５ 旅 団   

検 索  

・
各
種
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ト
や
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隊
の
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介
、
過
去
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好きな曲 
ポルノグラフィティ 

「ブレス」 

本人中央 

      第５施設隊先任上級曹長 

         曹長 渡辺 真澄 

 人が仕事をする。 

その仕事をする心 

がけとして大事な 

ことは誠実あふれる熱意ではあるまいか。 

 たとえ知識乏しく、才能が劣っていても、 

何とか仕事をやり遂げよう、何としてでもこ 

の仕事をやり遂げたいそういう誠実な熱意に 

あふれていたならば、そこから必ず良い仕事 

が生まれてくる。 

   知識も才能も 

熱意がなければ 

無に等しいので 

ある。 

 お互いに一生 

懸命、精魂込め 

て毎日の仕事に 

打ち込みたい。 
 
  


